
紹
　
介

介紹

福
江
　
射
目

『
江
戸
城
大
奥
と
立
山
信
仰
』

　
本
書
は
、
著
者
の
立
山
信
仰
研
究
の
五
丁
目
の

著
書
と
な
る
。
著
者
の
立
山
信
仰
研
究
は
、
立
山

曼
立
命
研
究
と
布
橋
灌
頂
研
究
を
二
本
柱
と
し
て

展
開
し
て
き
た
が
、
本
書
は
立
山
の
信
仰
圏
研
究

に
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
大
き
な
特
徴
が

存
在
す
る
と
い
え
よ
う
。

　
本
書
の
構
成
か
ら
紹
介
を
始
め
た
い
。
第
一
章

「
加
賀
藩
芦
峡
寺
衆
徒
の
檀
那
場
形
成
と
廻
檀
配

札
活
動
」
で
は
、
立
山
山
麓
の
宗
教
集
落
の
ひ
と

つ
で
あ
る
芦
耕
導
に
つ
い
て
、
近
年
に
富
山
県
の

立
山
博
物
館
で
特
集
展
示
が
行
わ
れ
た
三
禅
定
に

関
わ
る
史
料
か
ら
檀
那
場
の
分
析
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
三
禅
定
と
は
、
富
士
山
と
立
山
、
そ
し

て
白
山
の
三
つ
の
山
を
巡
る
も
の
で
あ
り
、
江
戸

時
代
前
期
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
広
い
範
囲

に
わ
た
る
巡
礼
ル
ー
ト
が
立
山
信
仰
の
檀
那
場
の

形
成
に
寄
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ

の
信
仰
圏
の
拡
が
り
は
巡
礼
ル
ー
ト
に
ほ
ぼ
対
応

し
て
い
る
と
い
う
著
者
の
指
摘
は
興
味
深
い
。

　
続
く
第
二
章
「
芦
嶢
寺
宝
泉
坊
の
江
戸
で
の
檀

那
場
形
成
と
「
立
山
信
仰
」
の
展
開
」
は
、
い
わ

ば
本
書
の
基
軸
を
な
す
部
分
で
あ
る
。
序
章
で
紹

介
さ
れ
た
下
歯
坊
の
檀
那
場
に
関
す
る
古
文
書
の

発
見
が
本
書
に
結
実
し
た
の
で
あ
り
、
著
者
の
長

年
に
わ
た
る
立
山
博
物
館
勤
務
を
通
し
て
地
元
の

芦
嶢
寺
の
住
民
と
の
交
流
を
深
め
て
き
た
結
果
と

し
て
、
古
文
書
の
発
見
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
、

ま
さ
に
地
域
研
究
の
理
想
的
モ
デ
ル
と
な
ろ
う
。

そ
れ
ら
の
古
文
書
の
分
析
か
ら
、
江
戸
城
下
町
に

お
け
る
立
山
信
仰
は
、
大
奥
と
諸
大
名
の
み
な
ら

ず
、
商
人
や
吉
原
の
人
々
も
ま
た
檀
那
場
の
中
核

と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
実
証
し
た
点
に
も
注
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
吉
原
に
立
山
信
仰
が
浸
透
し
た

こ
と
は
、
後
述
の
血
盆
経
信
仰
と
の
関
連
で
も
興

味
深
い
。

　
そ
し
て
第
三
章
「
江
戸
城
大
奥
と
諸
大
名
家
の

立
山
信
仰
」
で
は
、
幕
末
期
の
老
中
で
あ
っ
た
松

平
乗
全
を
キ
ー
マ
ン
と
し
て
、
立
山
信
仰
が
江
戸

の
城
下
町
、
と
り
わ
け
大
奥
と
諸
大
名
の
間
に
浸

透
し
て
い
く
過
程
が
解
明
さ
れ
る
。
松
平
乗
全
が

立
山
曼
茶
羅
の
宝
泉
坊
本
と
関
わ
っ
て
い
た
こ
と

は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
彼
と
江
戸
の
立

山
信
仰
の
関
係
が
解
き
明
か
さ
れ
た
こ
と
は
大
き

な
成
果
と
い
え
よ
う
。

　
さ
て
、
本
書
の
後
半
で
は
、
著
者
の
も
う
ひ
と

つ
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
布
橋
灌
頂
と
江
戸
城
下

町
に
お
け
る
立
山
信
仰
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
論

が
展
開
し
て
い
く
。
第
四
章
門
芦
鹸
寺
の
一
橋
大

灌
頂
」
で
は
、
最
近
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
布

橋
灌
頂
が
紹
介
さ
れ
、
続
く
第
五
章
「
江
戸
城
大

奥
・
諸
大
名
家
と
布
橋
大
灌
頂
」
で
は
、
宝
泉
坊

の
古
文
書
に
含
ま
れ
る
三
冊
の
布
橋
大
灌
頂
勧
進

記
が
分
析
さ
れ
、
寄
進
者
に
は
数
多
く
の
大
奥
女

中
や
諸
大
名
家
の
人
々
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
布
橋
灌
頂
は
、

従
来
は
女
人
救
済
儀
礼
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
が
、

寄
進
者
に
は
男
性
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
お
り
、

極
楽
往
生
を
願
う
の
に
は
男
女
の
差
は
な
か
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
最
後
の
第
六
章
「
江
戸
城
大
奥
・
諸
大
名
家
と

轟
轟
寺
の
静
劇
経
信
仰
」
で
は
、
女
性
を
血
の
回

れ
か
ら
救
う
と
さ
れ
る
糠
蝦
経
信
仰
と
の
関
わ
り

が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
立
山
山
中
の
地
獄
谷
に
あ

る
血
の
池
地
獄
に
参
詣
者
が
血
盆
経
を
奉
納
す
る

と
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
、
史
料
の
分
析
か
ら
芦
耕

寺
衆
徒
が
抽
選
経
の
奉
納
を
代
参
し
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
立
山
山
申
は
、
も
う
ひ
と

つ
の
宗
教
集
落
で
あ
っ
た
岩
嶢
寺
の
支
配
下
に
あ

っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
代
参
奉
納
が
考
案
さ
れ
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た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
血
盆
経
へ
の
寄
進
は
大

奥
や
諸
大
名
家
の
奥
女
中
の
女
性
が
主
体
で
あ
り
、

布
橋
灌
頂
へ
の
寄
進
と
は
対
照
的
な
こ
と
も
明
ら

か
に
さ
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
新
出
の
五
泉
坊
文
書

か
ら
江
戸
城
下
町
に
お
け
る
立
山
信
仰
の
浸
透
過

程
を
解
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
評
者
が
一
九
八
○

年
代
に
立
山
信
仰
の
調
査
を
始
め
た
こ
ろ
に
は
、

ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
信
仰
圏

と
い
う
大
き
な
課
題
を
掘
り
起
こ
し
た
画
期
的
な

成
果
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
　
　
（
A
5
判
　
五
〇
一
頁
　
二
〇
一
一
年
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
法
蔵
館
　
税
別
一
〇
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
鼻
通
明
　
山
形
大
学
教
授
）

丸
山
俊
明
著

『
京
都
の
町
家
と
火
消
衆

一
そ
の
働
き
鬼
神
の
如
し
！
』

　
本
書
は
、
前
著
『
京
都
の
町
家
と
町
な
み
』

（
昭
和
堂
、
二
〇
〇
七
年
）
に
続
い
て
、
著
者
が

近
世
京
都
の
都
市
構
造
と
火
消
衆
を
テ
ー
マ
と
し

た
既
発
表
論
文
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
木
造
建

築
の
多
い
近
世
都
市
の
消
防
対
策
は
、
そ
こ
に
生

き
る
住
民
と
と
も
に
、
為
政
者
で
あ
る
江
戸
幕
府

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
従
来
も

都
市
社
会
史
・
政
治
史
な
ど
の
多
様
な
視
点
か
ら

研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
本
書
の
分

析
方
法
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
消
防
対
象
で

あ
る
町
家
の
建
築
的
変
遷
（
防
火
性
能
な
ど
）
が

諸
所
で
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、
著
者
の

専
門
分
野
で
あ
る
建
築
史
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
活

か
さ
れ
て
い
る
。
さ
っ
そ
く
本
書
の
概
要
を
以
下

に
示
そ
う
。

　
ま
ず
、
京
都
所
司
代
・
町
奉
行
の
火
消
と
大
名

火
消
に
関
す
る
考
察
が
な
さ
れ
る
。
近
世
京
都
で

制
度
的
に
存
在
し
た
①
京
都
所
司
代
と
京
都
町
奉

行
に
よ
る
火
消
と
②
京
都
周
辺
の
諸
藩
の
大
名
に

よ
る
大
名
火
消
に
つ
い
て
、
実
際
の
火
事
現
場
で

の
指
揮
権
の
所
在
を
分
析
す
る
と
と
も
に
（
第
一

章
）
、
大
名
火
消
の
全
体
像
を
解
明
す
る
（
第
五

章
）
。
ま
た
、
禁
裏
御
所
を
担
当
す
る
禁
裏
御
所

方
火
消
に
つ
い
て
、
享
保
期
の
改
革
に
よ
っ
て
洛

中
の
消
防
を
兼
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、

洛
中
の
落
々
の
消
防
に
は
積
極
的
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
禁
裏
御
所
が
最
重
要
の
消
防
対
象
で
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
す
る
（
第
三
・
四
章
）
。
こ
れ
ら

の
分
析
か
ら
、
右
記
の
為
政
者
側
に
よ
る
火
消
の

有
効
性
に
疑
義
を
呈
す
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
著
者
は
、
町
入
に
よ
る
消
火

活
動
で
あ
る
町
火
消
を
積
極
的
に
評
価
す
る
（
第

二
章
）
。
具
体
的
に
は
、
町
が
定
め
た
掟
に
見
ら

れ
る
消
火
活
動
に
関
す
る
規
定
に
注
目
す
る
こ
と

な
ど
を
通
じ
て
、
町
火
消
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に

存
在
・
機
能
し
て
い
た
か
と
い
う
実
状
を
明
ら
か

に
し
、
町
火
消
の
有
効
性
を
論
じ
て
い
る
。
先
行

研
究
に
お
け
る
「
町
入
1
1
消
火
活
動
を
忌
避
し

た
漏
と
い
う
図
式
に
対
し
て
再
考
を
迫
る
、
本
書

の
核
の
一
つ
と
な
る
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
と
表
裏

に
な
っ
て
い
る
の
が
、
町
家
の
構
造
に
注
匿
し
た

分
析
で
あ
り
、
町
家
の
図
面
を
呈
示
し
つ
つ
、
い

か
に
火
災
が
建
物
内
で
広
が
る
か
に
ま
で
言
及
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
人
に
よ
る
消
火
活
動
と
町

家
の
建
築
が
有
機
的
に
関
連
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
町
火
消
以
外
の
火
消
に
関
す
る
検
討
も

行
わ
れ
て
お
り
、
妙
法
院
境
内
な
ど
の
消
火
活
動

を
担
っ
た
寺
社
火
消
（
第
六
章
）
や
、
近
隣
村
落

の
百
姓
に
よ
る
消
防
活
動
（
第
七
章
）
に
つ
い
て

も
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
著
者
の
建
築
史
的
な
関
心
が
直
接
的
に

窺
え
る
議
論
と
し
て
、
京
都
の
町
家
の
軒
先
に
設

置
さ
れ
た
板
（
第
八
章
）
と
町
家
の
看
板
（
第
九

章
）
に
関
す
る
考
察
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
で
は
、

板
の
存
在
意
義
が
、
火
消
に
よ
る
屋
根
上
で
の
作
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